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第 18回開倫ユネスコ協会総会開催 

2018年４月 24日、足利市研修センターにおいて、第 18回開倫ユネスコ協会総会が

行われました。開会に先立ち「ユネスコの歌」を合唱しました。 

安藤理事より開会の言葉が述べられたあと、緒方副会長のあいさつに続いて、総会

の議事が進みました。津久井一則副会長が議長を務め、議事の中で、2017年度の活動

報告、決算報告が鈴木一昭理事より行われました。また、2018年度の活動計画や予算

書に関する提案が中谷克信副会長よりなされました。それぞれ拍手をもって承認とな

りました。続いて、役員選出についての審議もあり、会場に集まった会員から承認さ

れ、無事議事は終わりました。 

今年度も、書きそんじはがきを集めて「世界寺子屋運動」へ協力させて頂きます。

また、文芸大賞などの各種コンクールや平和の鐘を鳴らそう運動、第 19 回 KAIRIN ユ

ネスコ杯ドッジボール選手権国際親善大会、ユネスコ世界哲学の日などを通して、多

くの人々とともに活動していきたいと思います。 

今後とも、皆様からのご支援ご協力をよろしくお願い申し上げます。 
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KAIRIN UNESCO ASSOCIATION                   開倫ユネスコ協会 

  

津久井一則副会長               中谷克信副会長                     鈴木一昭理事 

会場全体の様子                           髙尾初江事務局長 
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第 19 回 KAIRIN ユネスコ杯ドッジボール選手権国際親善大会 

2017年４月 14 日(土)、15 日（日）の２日間、群馬県前橋市 ALSOKぐんまアリーナ

において「第 19 回 KAIRIN ユネスコ杯ドッジボール選手権国際親善大会」が開催され

ました。大会前日に台湾から中華民国（台湾）ドッジ協会の役員の方々、先生、選手

の皆さん、合計７０名が来日しました。開会式では、主管団体である群馬県ドッジボ

ール協会 櫻井理事長が「開会の言葉」を述べ、続いて主催者を代表して、文部科学省

日本ユネスコ国内委員会委員 開倫ユネスコ協会 髙尾初江事務局長のあいさつがあ

りました。また開倫ユネスコ協会名誉顧問 上野通子参議院議員、尾身朝子衆議院議員、

前橋市 山本龍市長、日本ユネスコ協会連盟 林美紀子副会長、アジアドッジボール連

盟 西山逸成理事長、中華民国（台湾）ドッジ協会 陳良嶋理事長などからご祝辞を頂

戴致しました。会場では、小学生女子の部、ジュニアの部、中学生の部の３部門の予

選リーグと決勝トーナメントが行われ、また２日目には、男女混合の部予選リーグと

決勝トーナメントが行われました。どの試合も手に汗握るいい試合が多く、保護者の

方々は応援にも力が入りました。参加された 96チーム（台湾チームも含めて）の選手、

監督、コーチ、保護者は、優勝しようと大変な熱気と盛り上がりに包まれ、すばらし

い大会となりました。２日間で選手の皆さん、保護者、監督・コーチの方々、審判の

方々、スタッフの皆さんなど参加人数は合計で約 3600名でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会式の様子                          審判員の皆さん                 選手宣誓（１日目） 

試合の様子               台湾選手へドッジボール贈呈                        表彰式の様子 

開会式の様子                            試合の様子                選手宣誓（2 日目） 


